
群
馬
県
産
業
界

　
「
も
の
づ
く
り
立
県
」
を
目
指
す
群
馬
県
は
、
け
ん
引
役
の
自
動
車
産
業
を
中
心

に
景
気
の
持
ち
直
し
の
動
き
が
鮮
明
だ
。
一
方
で
大
手
企
業
に
よ
る
生
産
の
海
外
シ

フ
ト
や
安
い
海
外
製
部
品
の
流
入
な
ど
環
境
の
変
化
は
激
し
い
。
県
内
企
業
が
強
い

プ
レ
ス
や
金
型
、
切
削
な
ど
の
基
盤
産
業
群
は
、
産
学
官
金

金
融

が
一
体
と
な

っ
た
柔
軟
な
発
想
で
新
市
場
を
切
り
開
こ
う
と
し
て
い
る
。

鉱
工
業
が
回
復
傾
向
に
企
業
誘
致
も
活
発
化

自動車産業を中心に生産活動が回復傾向にある群馬県

ビジネスマッチングフェアで顧客の事業拡
大を手厚くサポートする（桐生信用金庫）

県内の自治体は古民家などの空き家
を企業のオフィスとして貸し出す

連
携
し
て
新
産
業
振
興
素
材
か
ら
販
路
開
拓
ま
で

企
業
の
体
力
強
化
県
、
専
用
サ
イ
ト
開
設

産学官金で新たな成長軌道へ

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ３月２９日 金曜日 　　

　
成
長
の
き
っ
か
け
を
つ
か

む
に
は
、
１
社
単
独
で
な
く

産
学
官
金
が
一
体
と
な
っ
て

新
産
業
を
興
す
動
き
は
欠
か

せ
な
い
。

　
「
太
田
市
、
北
関
東
が
持

つ
潜
在
能
力
を
連
携
し
て
発

揮
し
た
い
」
。
群
馬
大
学
工

学
部
の
黒
田
真
一
教
授
は
そ

う
強
調
す
る
。
３
月
に
生
産

シ
ス
テ
ム
工
学
科

群
馬
県

太
田
市

が
主
導
し
て
「
群

馬
大
学
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
会
」
を
立

ち
上
げ
た
。
企
業
や
団
体
が

手
を
組
ん
で
素
材
の
開
発
か

ら
販
路
の
開
拓
、
人
材
育
成

と
目
的
は
幅
広
い
。
具
体
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

「
グ

リ
ー
ン
　
マ
テ
リ
ア
ル
」
、

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
　
サ
ポ
ー

ト
」
、

「
メ
デ
ィ
カ
ル
　

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
―
。

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
や
植
物

繊
維
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
応

用
、
介
護
分
野
、
医
療
材
料

な
ど
将
来
性
の
あ
る
テ
ー
マ

に
絞
っ
た
。
「
新
し
い
事
業

の
種
を
発
見
し
、
育
て
て
い

く

黒
田
教
授

狙
い
で
、

大
学
の
シ
ー
ズ
と
企
業
の
技

術
力
を
組
み
合
わ
せ
て
課
題

克
服
の
突
破
口
に
す
る
。

　
地
元
を
知
り
尽
く
し
た
金

融
機
関
は
企
業
の
事
業
拡
大

に
直
結
す
る
活
動
に
熱
を
入

れ
る
。
桐
生
信
用
金
庫

桐

生
市

が
３
月
上
旬
に
太
田

市
内
で
開
い
た
「
第
６
回
き

り
し
ん
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
フ
ェ
ア
」
。
前
回
よ
り

社
近
く
多
い
１
２
３
社
・
団

体
が
出
展
。
来
場
者
は
前
回

を
６
０
０
人
以
上
上
回
り
、

１
５
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　
ブ
ー
ス
展
示
や
講
演
会
の

ほ
か
、
当
日
の
大
き
な
目
玉

は
楽
天
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ビ
ジ
ネ
ス
で
成
長
を
続
け

る
大
手
企
業
と
の
個
別
商
談

会
だ
っ
た
。
「
大
手
バ
イ
ヤ

ー
は
、
地
方
の
隠
れ
た
製
品

や
技
術
に
こ
そ
注
目
し
て
い

る
」

同
庫

。
限
ら
れ
た

人
材
や
資
金
の
中
で
自
社
の

商
品
や
技
術
の
高
さ
を
ど
う

Ｐ
Ｒ
す
る
か
。
全
国
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
張
る
地
域
金
融

機
関
の
重
要
性
が
増
し
て
い

る
。
国
内
市
場
の
停
滞
感
を

打
ち
破
る
に
は
産
学
官
金
が

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
結
集

し
、
需
要
を
掘
り
起
こ
す
柔

軟
な
取
り
組
み
が
欠
か
せ
な

い
。

県
が
開
設
し
た
企

業
情
報
発
信
サ
イ

ト
「
群
馬
の
も
の

づ
く
り
技
術
」

　
た
だ
、
足
元
の
中
小
企
業

の
景
況
感
は
不
透
明
だ
。
群

馬
銀
行
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の

群
馬
経
済
研
究
所
が
ま
と
め

た
「
も
の
づ
く
り
基
盤
産

業
」
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
今
後
３
年
で
受
注
・

売
上
高
が
「
減
る
」
と
答
え

た
割
合
が
約

％
と
最
も
高

か
っ
た
。
す
で
に
約

％
が

こ
こ
数
年
で
安
定

し
て
続
い
た
仕
事

の
大
幅
な
減
少
を

経
験
。
ア
ン
ケ
ー

ト
は
基
幹
産
業
で

あ
る
車
や
電
機
な

ど
を
支
え
る
鉄
鋼

・
非
鉄
金
属
や
金

属
製
品
、
金
型
企

業
７
０
０
社

１

９
６
社
が
回
答

に
実
施
し
た
。
取
引
先
の
海

外
進
出
や
国
内
需
要
の
低

迷
、
海
外
製
品
の
流
入
な
ど

競
争
相
手
は
海
外
に
も
広
が

っ
て
い
る
。
海
外
進
出
に
つ

い
て
は
、

％
が
「
進
出
し

な
い
」
と
回
答
。
国
内
に
重

点
を
置
く
姿
勢
に
も
見
え
る

が
、
小
企
業
な
ど
は
海
外
で

事
業
展
開
す
る
人
材
、
資
金

面
な
ど
資
源
や
経
験
が
足
り

な
い
現
状
も
あ
る
。
大
市
場

が
広
が
る
海
外
展
開
に
は
行

政
の
サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
な

い
。

　
県
も
手
を
こ
ま
ね
い
て
い

な
い
。
地
元
企
業
の
高
度
な

技
術
を
国
内
外
に
発
信
す
る

た
め
専
用
サ
イ
ト
「
群
馬
の

も
の
づ
く
り
技
術
」
を
開
設

し
た
。
企
業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
中
心
に
日
本
語
と
英
語
版

を
用
意
し
た
。
取
引
し
た
い

事
業
分
野
や
国
・
地
域
な
ど

を
選
ぶ
と
該
当
す
る
県
内
企

業
を
検
索
で
き
る
。
写
真
の

ほ
か
動
画
を
用
い
て
細
か
な

技
術
が
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫

し
た
。

　
４
月
に
は
上
海
事
務
所
を

設
置
す
る
群
馬
県
。
中
国
語

の
企
業
情
報
冊
子
を
用
意
す

る
。
海
外
展
開
支
援
の
施
策

を
紹
介
す
る
各
種
Ｈ
Ｐ
を
充

実
さ
せ
る
な
ど
、
海
外
市
場

を
避
け
て
通
れ
な
い
県
内
企

業
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
う
姿

勢
だ
。

　
群
馬
県
の
経
済
が
回
復
局

面
に
入
り
つ
つ
あ
る
。
２
０

１
２
年
の
県
内
の
鉱
工
業
生

産
指
数

速
報
、

年

１

０
０
、
季
節
調
整
済

は
、

前
年
比
７
・
１
％
増
の
１
０

４
・
４
と
２
年
ぶ
り
に
プ
ラ

ス
に
転
じ
た
。
東
日
本
大
震

災
で
部
品
の
供
給
網
が
寸
断

し
て
自
動
車
生
産
な
ど
が
低

迷
し
た
昨
年
か
ら
の
反
動

増
。
業
種
別
で
は
自
動
車
を

含
む
輸
送
機
械
が
前
年
に
比

べ
て
３
割
近
く
上
昇
し
、
大

き
く
け
ん
引
し
た
。

年
前

半
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前

の
水
準
近
く
ま
で
回
復
し
て

い
る
。

　
企
業
誘
致
も
好
調
だ
。

年
上
期

１
―
６
月

の
工

場
立
地
件
数
は

件
と
兵
庫

件

に
次
ぐ
全
国
２
番

目
の
高
水
準
。
震
災
で
落
ち

込
ん
だ
前
年
同
期
の
約
２
・

４
倍
と
飛
躍
し
た
。
大
き
な

要
因
は
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
と
災
害
の
少
な
さ
が
評
価

さ
れ
つ
つ
あ
る
点
だ
。

　
「
七
つ
の
交
通
軸
を
整
備

す
る
」
。
大
沢
正
明
県
知
事

は
こ
と
あ
る
ご
と
に
そ
う
強

調
す
る
。
全
通
し
た
ば
か
り

の
北
関
東
自
動
車
道
の
ほ

か
、
県
内
を
走
る
高
速
道
路

網
に
対
し
て
主
要
な
幹
線
道

の
整
備
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

る
。
さ
ら
に
地
域
の
眠
っ
た

資
産
を
活
用
す
る
活
動
が
始

ま
っ
た
。
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
」
だ
。
空
き
家
の
古

民
家
な
ど
を
活
用
し
て
県
外

か
ら
主
に
Ｉ
Ｔ

情
報
技

術

系
企
業
や
団
体
を
誘
致

す
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

環
境
さ
え
あ
れ
ば
仕
事
が
で

き
る
時
代
。
都
心
部
を
離
れ

た
自
然
の
中
で
仕
事
に
集
中

し
、
休
み
は
温
泉
や
屋
外
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

点
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
。
現
在
は
桐

生
市
と
み
な
か
み
町
が
賛
同

し
て
空
き
物
件
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

Ｈ
Ｐ

な
ど
で
紹
介

す
る
。

　
県
は
「
例
え
ば
、
企
業
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
短
期

集
中
で
滞
在
し
て
も
ら
い
、

頭
を
フ
ル
回
転
さ
せ
る
一
方

で
自
然
の
中
で
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て
効
率
を
高
め
て
ほ
し

い
」
と
狙
い
を
語
る
。
滞
在

期
間
は
長
期
か
ら
短
期
、
繰

り
返
し
利
用
な
ど
相
談
に
応

じ
る
と
い
う
。


